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ノ甲せおヒ三力士
東善寺、十王堂では恒例の少年少女すもう大会が、

お盆の16日に行われ、家族の大声援のもと、豆力士は

奮戦しました。

　主な内容　　　’，〉宿泊客＿万人達成＿＿＿＿7

［＞第一回都市計画審議会……2i〉町史の窓……………●…●●…8

〉故田中与三郎さん叙勲……3i〉はいけいふるさとさん……9

〉ようこそ！西ドイツ青年…4i〉ようこそ川西町へ…………10

〉藤巻康子さんからの便り…5i〉白倉小に夏季巡回公演……11

〉川西町芸能まつり…………6i〉戸籍の窓から………………12

田休日救急医

9月14日大島医院（川原町）52－2957

　15日山口医院（更羨冑）55－2003

　21日　千手診療所（中央町）68－2034

　23日　至誠堂医院（西浦町）52－3276

　28日中条病院（中条）57－3018

10月5日　池　田　医　院（本町西）52－2581

　10日　第二藤巻医院（上野）68－2018
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八
月
五
日

第
一
回
都
市
計
画
審
議
会

　
　
　
会
長
押
木
議
会
議
長
を
選
出

　
　
　
副
会
長
馬
場
商
工
会
長

　
八
月
五
日
役
場
委
員
会
室
で
都
市

計
画
審
議
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
町
長
の
諮
問
に
応
じ
て
、
第
一
回

会
議
を
開
い
た
も
の
。
委
員
構
成
十

五
人
で
、
会
長
に
押
木
元
男
議
会
議

長
を
、
副
会
長
に
馬
場
文
雄
商
工
会

長
を
そ
れ
ぞ
れ
選
出
し
ま
し
た
。

　
今
年
四
月
一
日
か
ら
、
建
設
課
に

都
市
計
画
係
を
新
設
。
事
務
サ
イ
ド

で
調
査
を
進
め
て
い
ま
し
た
。
当
面挨拶する押木会長、右馬場副会長

の
諮
問
事
項
は
、
　
「
計
画
区
域
の
指

定
」
で
十
一
月
末
日
を
め
ど
に
答
申

の
予
定
で
す
。

都
市
計
画
都
市
の
健
全
な
発
展
と

　
　
　
　
　
秩
序
あ
る
整
備
を
図
る

　
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
同

　
時
に
、
健
康
で
文
化
的
な
都
市
生

　
活
、
機
能
的
な
都
市
活
動
を
確
保

　
す
る
こ
と
を
基
本
理
念
と
し
て
い

　
ま
す
。

　
　
こ
の
指
定
を
受
け
る
と
、
土
地

　
利
用
、
施
設
の
整
備
や
開
発
事
業

　
な
ど
の
計
画
が
一
体
的
、
総
合
的

　
に
定
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　
●
全
部
予
定
さ
れ
る
所
（
大
字
名
）

予定される計画区域（案）

山
野
田
、
上
新
井
、
東
善
寺
、

高
原
田
、
伊
勢
平
治
、
友
重
、

弘
道
新
田
、
霜
条
、
鶴
吉
、
宗

正
、
新
町
新
田
、
下
平
新
田
、

小
根
岸
、
三
領
、
木
落
、
寺
ケ

崎
、
上
村
新
田

●
一
部
予
定
さ
れ
る
所
（
大
字
名
）

沖
立
、
水
口
沢
、
中
屋
敷
、
坪

山
、
上
野
、
仁
田
、
野
口

　
委
員
は
次
の
と
お
り
。

町
議
会
議
員

　
　
議
会
議
長

　
　
議
会
副
議
長

　
　
総
文
委
員
長

　
　
産
厚
委
員
長

　
　
建
住
委
員
長

学
識
経
験
者

　
　
教
育
委
員
会
委
員
長

　
　
建
築
組
ム
・
長

　
　
建
築
士
会
長

　
　
建
設
業
会
長

関
係
行
政
機
関

押
木
一
兀
男

一
斥
田
折
口
次

滋
野
一
郎

平
野
正
義

桑
原
要
雄

金
子
幸
作

南
雲
｛
疋
平

高
橋
寛
治

士
・
楽
正
雄

＋
日
町
土
木
事
務
所
長
小
山
嘉
昭

＋
日
町
農
地
事
務
所
長
長
野
開
一

農
業
委
員
会
副
会
長
今
井
誉
夫

土
地
改
良
区
理
事
長
平
野
圭
二

農
協
組
合
長
　
　
丸
山
欽
一
郎

商
工
会
長
　
　
　
馬
場
文
雄
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…
　
8
月
8
日
街
頭
指
導
の

ロじ

…
　
　
　
　
　
　
南
雲
町

長

難蕪

防
犯
組
合
再
編
会
議

　
　
八
月
九
日
か
ら
新
体
制
で
ス
タ
ー
ト

右
よ
し
、
左
よ
し
確
認
運
動

　
　
7
月
15
日
～
12
月
3
1
日

町
長
も
街
頭
指
導

　
右
よ
し
、
左
よ
し
確
認
運
動
と
平

行
し
て
夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動
月

間
の
さ
な
か
、
町
長
が
町
へ
出
て
街

頭
指
導
を
し
ま
し
た
。

　
県
民
総
ぐ
る
み
の
運
動
を
一
人
で

も
多
く
の
町
民
か
ら
認
識
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
行
っ
た
も
の
で
す
。

　
　
　
㊥

　
八
月
五
日
役
場
で
防
犯
組
合
再
編

評
議
員
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
現
在
の
防
犯
組
合
は
、
昭
和
三
十

二
年
に
設
立
し
ま
し
た
。
各
町
内
嘱

託
員
が
、
防
犯
連
絡
員
と
な
っ
て
い

ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
近
年
会
議
の
招

集
や
事
業
計
画
も
な
い
ま
ま
、
機
能

停
止
の
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
警
察
側
か
ら
の
要
請
も
あ
っ
て
、

評
議
員
会
を
招
集
。
規
約
の
一
部
改

正
な
ど
、
現
状
に
即
し
た
体
制
を
と

と
の
え
ま
し
た
。
八
月
九
日
か
ら
新

体
制
で
再
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
新
し
い
規
約
に
よ
る
評
議
員
は
、

次
の
と
お
り
。

町
行
政
機
関
代
表

　
教
育
委
員
会
代
表
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　　故
勲正田

議
員
活
動
の
生
涯
零
々
零
零
々
零
零
々
零
々
零
零

中
与
三
郎
さ
ん

猷
靴
双
光
旭
日
章
の
栄
誉
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七
月
九
日
に
亡
く
な
っ
た
町
議
会

議
員
田
中
与
三
郎
さ
ん
（
山
野
田
享

年
七
十
九
歳
）
に
、
内
閣
総
理
大
臣

か
ら
正
六
位
勲
五
等
双
光
旭
日
章
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
位
階
は
、
中
村
壮
吉
、
根
津

正
三
両
故
人
に
次
ぐ
三
人
目
の
栄
誉

で
す
。田

中
さ
ん
の
公
選
職
歴

響
㎜
）
千
手
町
楼
解
）

翼
田
）
川
瀬
籍
月
）

審
議
ム
五
歴

鷺
辮
手
町
蜷
醸

卿
．
m
．
b
）
千
手
町
教
育
委
員

3
．
8
．
3
　
　
　
　
（
三
年
十
一
月
）

習
祖
）
町
村
合
羅
講
）

響
祖
）
公
講
醤
月
）

騨
田
）
青
少
顯
譜
）

響
田
）
交
対
謡
年
三
月
）

胃
田
）
螺
藷
）

腎
田
）
農
村
議
譜
）

讐
円
）
健
康
づ
麟
曙

鷺
祖
）
水
道
妻
委
潰
四
年
）

齢
．
5
．
％
）
信
濃
川
架
橋
促
進
委
員

6
．
7
．
9
　
　
　
　
（
二
年
一
月
）

　
団
体
歴

響
田
）
錨
輌
継
礁

響
祖
）
社
瓜
噂
幾
月
）

響
祖
）
郡
市
社
協
振
鐸
年
）

響
祖
麟
年
育
成
藤
犠

鷺
％
）
道
路
藤
離
）

響
祖
）
舗
鎌
、
訳
蝶

弩
田
）
河
川
愛
護
韓
月
）

表

43
・
7
・
10

4644
7　7

2310

51
・
2
・
6

57　　52

10　　7

14　　23

彰県
警
本
部
長
表
彰

　
（
交
通
安
全
功
労
）

知
事
表
彰
（
同
功
労
）

県
公
民
館
連
合
会
長
表

彰
（
社
会
教
育
功
労
）

全
国
議
長
会
長
表
彰

　
（
地
方
自
治
功
労
）

県
議
長
会
長
表
彰

　
　
　
　
（
同
功
労
）

厚
生
大
臣
表
彰

　
（
国
保
事
業
功
労
）

“・　
　
　
　
特
別
一
時
金
が
支
給
に
な
り
ま
す
。

　
噛

　
国
民
年
金
法
等
の
改
正
で
基
礎
年

金
が
導
入
さ
れ
た
の
で
、
従
来
同
一

制
度
内
で
の
み
行
わ
れ
て
い
た
一
人

　
一
年
金
の
原
則
に
基
づ
く
併
給
調
整

を
、
異
な
る
制
度
間
の
給
付
に
つ
い

て
も
適
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
こ
の
た
め
、
厚
生
年
金
保
険
法
等

の
障
害
年
金
と
国
民
年
金
法
の
老
齢

基
礎
年
金
と
は
、
い
ず
れ
か
一
つ
の

．
年
金
を
選
択
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
従
来
、
国
民
年
金
に
任
意
加
入

し
て
き
た
厚
生
年
金
保
険
の
障
害
年

金
受
給
権
者
は
、
今
年
四
月
一
日
か

ら
、
そ
の
障
害
年
金
と
老
齢
基
礎
年

金
が
併
給
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
い
わ
ば
基
礎
年
金
を

二
個
支
給
す
る
よ
う
な
形
を
避
け
て
、

年
金
制
度
に
お
け
る
公
平
性
を
貫
く

た
め
の
も
の
で
す
。

　
金従来国民年

に任意加入

特別一時金

袋8
n
　
、

＾
乙
）

覆騰熱

　　ノ　 プロリ　∠（一一；

　　oo　、rつ

　　）
　
　
　
　
　
　
　
た
だ
、
こ
の
よ
う
に
任
意
に
保
険

　
　
　
　
　
　
料
を
納
め
て
こ
ら
れ
た
障
害
者
の
方

　
　
　
　
　
　
の
期
待
に
つ
い
て
何
ら
か
の
配
慮
を

　
　
　
　
　
　
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら

　
　
　
　
　
　
の
方
の
う
ち
一
定
の
要
件
に
該
当
す

　
　
　
　
　
　
る
方
に
は
特
別
一
時
金
を
支
給
す
る

　
　
　
　
　
　
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
特
別
一
時
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、

　
　
　
　
　
　
そ
の
請
求
ま
で
に
国
民
年
金
法
の
障

　
　
　
　
　
　
害
年
金
（
障
害
福
祉
年
金
を
除
く
）

　
　
　
　
　
　
母
子
年
金
（
母
子
福
祉
年
金
を
除
く
）

　
　
　
　
　
　
等
の
支
給
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
こ

　
　
　
　
　
　
と
な
ど
い
く
つ
か
の
要
件
が
定
め
ら

　
　
　
　
　
　
れ
て
い
る
ほ
か
、
請
求
で
き
る
時
期

　
　
　
　
　
　
等
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
事
項
も
定

　
　
　
　
　
　
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
ま
た
、
特
別
一
時
金
の
額
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
て
は
、
昭
和
三
十
六
年
四
月
か
ら
昭

　
　
　
　
　
　
和
六
十
一
年
三
月
ま
で
の
期
間
に
係

　
　
　
　
　
者
る
国
民
年
金
の
保
険
料
の
額
の
合
計

　
　
　
の
雛
額
を
基
準
に
特
別
蒔
金
の
対
象
と

　
　
　
険
受
な
る
保
険
料
納
付
済
期
間
に
応
じ
て

　
　
　
保
の

　
　
　
金
金
算
定
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
年
年
　
　
な
お
、
障
害
福
祉
年
金
の
受
給
者

　
　
　
生
虫
・

　
　
　
厚
障
が
国
民
年
金
の
保
険
料
を
追
納
し
て

　
　
　
祉
権
の
で
、
詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、

　
　
　
、
福
給

　
　
二
障
の

　
　
、
　
　
　
き
た
場
合
に
つ
い
て
も
、
同
様
に
特

　
　
ロ
　
ヨ

　
　
、
金

　
　
．
年
者
別
一
時
金
の
支
給
対
象
と
な
り
ま
す

　
．
　
害
受
住
民
係
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　
　
、

’

彫
．

幅
o
の
’
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酉憾イツ青年3；人

Wil蹴om潮e、論一よう漣そ！
　　　縁撫難籟ン難簗

臼独ス環一雛少年団同時交流

　
八
月
二
日
西
ド
イ
ッ
の
青
年
三
人

が
、
町
長
室
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
一
行
は
、
日
独
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

同
時
交
流
で
来
日
し
た
も
の
で
す
。

前
夜
は
、
丸
山
和
夫
さ
ん
（
上
町
）

宅
と
白
井
敏
夫
さ
ん
（
寺
尾
）
宅
に

分
宿
。
そ
れ
ぞ
れ
あ
た
た
か
い
も
て

な
し
を
受
け
ま
し
た
。

　
丸
山
美
和
子
さ
ん
（
和
夫
長
女
）

の
通
訳
で
町
長
と
歓
談
の
あ
と
、
三

人
で
ド
イ
ッ
の
歌
を
合
唱
。
町
長
か

ら
土
産
を
渡
さ
れ
る
と
「
ア
リ
ガ
ト

ゥ
」
と
い
い
な
が
ら
握
手
を
交
わ
し

ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

百
人
と
キ
ャ
ン
プ
の
た
め
、
銀
山
平

へ
向
か
い
ま
し
た
。
四
日
は
、
川
西

高
校
の
卓
球
部
や
陸
上
競
技
部
の
合

宿
に
参
加
し
て
、
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ

の
現
況
を
つ
ぶ
さ
に
視
察
。
次
の
目

的
地
長
野
県
へ
と
出
発
し
ま
し
た
。

　
今
回
、
日
独
ス
ポ
ー
ッ
交
流
で
、

県
内
に
十
九
人
の
選
手
が
訪
れ
ま
し

た
。

　　8月2日
湯之谷、銀山平キャンプ場

　
　
　
　
　
　
☆

　
東
西
ド
イ
ッ
の
関
係

　
東
ド
イ
ツ
（
ド
イ
ツ
民
主
共
和
国
）

と
一
九
七
二
年
基
本
条
約
を
結
び
、

東
西
の
関
係
が
正
常
化
し
つ
つ
あ
り

ま
す
。
西
ド
イ
ッ
（
ド
イ
ッ
連
邦
共

和
国
）
特
に
西
ベ
ル
リ
ン
市
民
の
東

独
訪
問
は
可
能
に
な
り
、
楽
に
な
り

ま
し
た
。
で
も
、
境
界
周
辺
で
起
る

事
件
に
み
ら
れ
る
と
お
り
、
正
常
化

は
ま
だ
ほ
ど
遠
い
よ
う
で
す
。

8月2日町長室を訪れた一行
　　　（左端は、通訳役の丸山美和子さん）

　　　　　ドイツ連邦共和国　　日　　　本

人　　口　　6，142万人　　1億1，192万人

総面積　250，000㎞f　370，000㎞f
人口密度　　247人／㎞f　　316人／㎞f

市町村数　　　17，880　　　　3，259

　　（会離働響凝為）

　
　
　
　
　
　
　
　
／

　
酉
総
鰭
ツ
驚
ば

　
宗
教
は
、
キ
リ
ス
ト
教
で
す
。

四
九
％
が
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
（
福
音

派
）
、
四
四
％
が
カ
ト
リ
ッ
ク
に
属

し
て
い
ま
す
。

　
十
八
歳
で
成
人
と
な
り
、
選
挙
権

を
得
ま
す
。
被
選
挙
権
は
二
十
一
歳

で
与
え
ら
れ
ま
す
。

　
学
校
制
度
は
、
現
在
改
革
中
で
す
。

普
通
六
歳
で
最
初
の
学
校
に
入
り
ま

す
。
四
年
後
に
コ
ー
ス
を
決
め
て
、

五
年
制
、
六
年
制
、
九
年
制
の
い
ず

れ
か
へ
進
み
ま
す
。
約
八
○
％
が
九

年
制
へ
行
き
ま
す
。
こ
の
九
年
制
終

了
試
験
に
合
格
す
る
と
、
大
学
入
学

資
格
が
得
ら
れ
ま
す
。

8月4日　川西高校卓球部と
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イ
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隻
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髪
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肖
｝
茎
叩
褻
∵
一
鴛
｛
葦
塞
畏
∵
菱
｝
轟
∵
一
∵
一
葦
塞
∵
蓬
菱
矧
蒜
譲
彗
銘
一
薫
素
寝
痢

ブ
ラ
ジ
ル
期
待
の
留
学
生

　
　
　
　
　
　
藤
巻
康
子
さ
ん
か
ら
便
り

　
　
　
　
　
　
　
日
本
の
看
護
と
社
会
を
見
て

．
，
．
．
　
　
　
　
．
．
．
　
　
　
・
…
．
：
一
・
．
●
・
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．
・
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一
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翫
．
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．
．
●
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．
●
●
，
．
靴
．
●
。
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．
●
●
一
●
，
ぺ
．
・
㌧
．
靴
－
●
ン
●
．
ぺ
．
●
ン
～
．
●
●
．
．
。
●
．
一
●
，
’
ン
●
．
’
●
，
．
．
ジ
．
’
ン
。
．
・
，
・
．
・
一
・

　
本
紙
六
月
号
で
紹
介
し
た
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
の
留
学
生
藤
巻
康
子
さ
ん

（
寺
ケ
崎
出
身
）
か
ら
便
り
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
い
ま
彼
女
は
、
横
浜
の
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
で
看
護
婦
研
修
生
と
し

て
働
い
て
い
ま
す
。
母
方
の
叔
母
に
あ
た
る
中
島
セ
イ
さ
ん
（
十
日
町

市
新
座
）
を
通
じ
て
、
文
書
広
報
係
に
日
本
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
も

の
で
す
。

　
私
は
、
海
外
協
力
事
業
団
の
お
世

話
で
、
南
米
（
ブ
ラ
ジ
ル
・
サ
ン
パ

ウ
ロ
）
か
ら
研
修
生
と
し
て
、
私
の

ふ
る
さ
と
日
本
に
帰
っ
て
来
ま
し
た
。

宿
舎
は
、
横
浜
の
海
外
移
住
セ
ン
タ

ー
で
す
。
研
修
先
は
、
神
奈
川
県
立

が
ん
セ
ン
タ
ー
で
五
月
か
ら
研
修
を

受
け
て
い
ま
す
。
そ
こ
の
一
部
の
病

棟
で
も
う
一
ニ
ケ
月
に
な
り
ま
す
。

　
日
本
の
看
護
婦
た
ち
に
つ
い
て
一

番
感
じ
ま
し
た
の
は
、
ま
じ
め
に
、

し
っ
か
り
が
ん
ば
る
こ
と
で
す
。
患

者
に
対
し
て
は
、
親
切
に
、
ゆ
っ
く

り
説
明
し
ま
す
。
ま
た
、
患
者
の
言

う
こ
と
や
問
題
な
ど
も
、
だ
い
じ
に

や
さ
し
く
聞
い
て
あ
げ
る
こ
と
で
す
。

　
日
本
の
看
護
婦
は
、
あ
る
一
つ
の

組
み
立
て
と
、
き
ま
り
に
よ
っ
て
働

がんセンターで働く康子さん

い
て
い
る
よ
う
で
す
。
そ

し
て
、
そ
の
組
織
に
入
っ

て
働
く
た
め
に
、
み
ん
な

が
が
ん
ば
っ
て
勉
強
し
て

い
ま
す
。
そ
の
勉
強
を
い

つ
も
つ
づ
け
て
新
し
い
人

た
ち
や
後
輩
の
人
々
に
つ

た
え
る
こ
と
を
感
じ
ま
し

た
。
看
護
婦
チ
ー
ム
の
中

で
、
先
輩
の
人
た
ち
は
、

●
。
●
●
8
●

●
●
’
。
●
●

●
。
●
●
●
●
●

●
．
●
●
●
・
●

●
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。
。
●
。
・

。
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●
●
●
●
●

。
。
●
●
●
●
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●
・
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●
●
●

●
●
．
・
．
●
●

●
。
●
一
。
●
．

9
。
9
。
9
●
●

●
。
●
●
．
●

自
分
よ
り
中
間
の
人
た
ち
に
心
か
ら

せ
い
い
っ
ぱ
い
で
教
え
ま
す
。

ま
た
、
医
者
か
ら
も
教
わ
っ
て
、
病

気
、
治
療
、
検
査
な
ど
も
学
ん
で
い

て
、
こ
こ
の
看
護
婦
た
ち
は
い
ろ
い

ろ
な
分
野
に
明
る
い
よ
う
で
す
。

　
看
護
の
た
め
に
使
う
物
品
も
、
何

か
ら
何
ま
で
そ
ろ
っ
て
い
る
し
、
最

近
の
新
し
い
機
械
も
使
わ
れ
て
い
て

と
て
も
便
利
に
仕
事
し
や
す
い
と
感

じ
ま
し
た
。

　
　
社
△
万
に
つ
い
て

　
私
が
日
本
に
来
て
感
じ
た
こ
と
は
、

ま
だ
あ
さ
い
と
思
い
ま
す
が
、
感
心

し
た
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
日
本
人
は
、
仕
事
に
対
し
て
は
、

と
て
も
熱
心
に
が
ん
ば
り
ま
す
。
自

分
の
仕
事
を
だ
い
じ
に
し
て
、
愛
す

る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
時
間
と
き

ま
り
を
き
び
し
く
ま
も
る
こ
と
。
ま

た
、
み
ん
な
が
き
ょ
う
そ
う
の
中
に

入
っ
て
い
る
よ
う
で
、
み
ん
な
と
同

じ
に
な
る
よ
う
に
が
ん
ば
っ
て
い
ま

す
。

　
日
本
で
は
、
一
人
歩
き
も
安
心
で

す
。
ど
こ
を
歩
い
て
も
、
す
り
に
は

心
配
い
り
ま
せ
ん
。
傘
や
自
転
車
な

ど
、
あ
ち
こ
ち
お
い
て
い
ま
す
け
れ

ど
全
然
な
く
な
る
こ
と
は
な
い
よ
う

で
す
。

　
道
で
歩
い
て
い
る
人
に
た
ず
ね
る

と
、
て
い
ね
い
に
は
っ
き
り
と
教
え

て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、
旅
先
で
何
か

が
あ
る
と
手
を
か
し
て
く
れ
ま
す
。

周
り
の
人
に
は
め
い
わ
く
は
、
か
け

な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　
日
本
っ
て
、
ど
こ
に
行
っ
て
も
人

ば
か
り
で
人
込
み
に
酔
う
と
き
が
あ

り
ま
す
。

　
日
本
と
い
う
国
は
、
進
ん
で
い
る

国
で
、
品
物
は
何
ん
で
も
あ
る
し
、

人
々
は
す
ご
く
ぜ
い
た
く
だ
と
思
い

ま
す
。
ま
だ
使
え
る
品
物
を
、
も
う

古
い
か
ら
と
い
っ
て
と
り
か
え
た
り
、

買
わ
な
く
て
も
い
い
品
物
を
買
っ
た

り
す
る
こ
と
で
す
。

　
日
本
の
結
婚
し
て
い
る
女
性
と
、

ブ
ラ
ジ
ル
の
女
性
を
く
ら
べ
る
と
、

こ
ち
ら
の
女
性
は
、
金
の
無
駄
使
い

が
多
い
よ
う
で
す
。
二
～
三
人
の
子

供
を
つ
れ
た
お
母
さ
ん
ら
し
く
な
い

奥
さ
ん
ら
し
く
な
い
人
を
見
か
け
ま

す
。
日
本
の
女
性
は
結
婚
す
る
と
派

手
に
な
る
し
、
ブ
ラ
ジ
ル
は
反
対
に

あ
ま
り
派
手
じ
ゃ
な
く
奥
さ
ん
ら
し

く
な
り
ま
す
。

　
子
供
の
教
育
に
つ
い
て
は
、
あ
ま

り
に
も
か
わ
い
が
り
す
ぎ
て
い
る
と

感
じ
ま
し
た
。
ほ
し
い
物
は
何
ん
で

も
買
っ
て
あ
げ
る
し
、
す
き
な
こ
と

を
さ
せ
て
い
ま
す
。
し
か
っ
て
も
、

子
供
は
わ
が
ま
ま
で
言
う
こ
ど
を
き

か
な
い
よ
う
で
す
。
こ
れ
じ
ゃ
子
供

が
大
人
に
な
っ
て
か
ら
、
一
人
で
何

ん
で
も
や
れ
な
い
人
間
に
な
る
と
思

い
ま
す
。

…
ミ
ミ
ミ
ミ
き
ミ
…
ミ
…
ミ
き
」
ヨ
｝
ミ
…
き

救
急
車
を
更
新

郡
市
内
初
の
4
W
D
に

　
日
本
赤
十
字
社
新
潟
県
支
部
か
ら

川
西
分
遣
所
に
配
置
さ
れ
て
い
た
救

急
車
が
、
八
月
七
日
更
新
を
受
け
、

同
所
に
配
置
さ
れ
ま
し
た
。

仕価車
様格種

装
備

い
す
ず
フ
ァ
ー
ゴ
4
W
D

約
三
百
六
十
万
円

乗
車
人
員
八
人

ベ
ッ
ト
数
ニ

ツ
イ
ン
エ
ア
コ
ン

更新した救急車
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八
月
十
七
日
、
川
西
町
芸
能
ま
つ
り
が
、
総
合
体

育
館
で
、
に
ぎ
や
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
の
出
演
者
は
、
三
十
二
組
総
勢
二
百
五
十

人
。
吹
奏
楽
や
郷
土
芸
能
な
ど
の
熱
演
に
、
一
千
人

余
り
の
観
客
は
、
お
盆
の
半
日
を
、
楽
し
く
過
し
ま

し
た
。

県吹奏楽大会中学校Bの部で銀賞を受賞した川中ブラスも出演

蕪　　
塒
轄
鯛
嘱

　
　
一

　
　
　
　
　
ロ
　
ロ

　
　
　
　
や
　
　
　
　
　
　
コ

　
　
　
　
コ

輪
．
岡
．
…

灘

　　　　　　　馨　　　　　　響　　　　　議　　　　馨　　　韓　　　髪　　嚢　婁　響鑛繋

、撒
駒
　
長
　
賞

商
ヱ
会
農
賞

の舞野口芸能保存会剣千手露香保存会千手露香

新
潟
釧
西
農
協
長
賞

審
査
員
犠
別
賞

泉踊会上野支部越後獅子の歌中仙田小林康弘さん佐渡おけさ
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璋舘ll格「町の棘を翫る、

必着

考
集
㈱

［鰐、（認蕃

応
募
資
格

　
　
川
西
町
の
未
来
を
考
え
て
く
だ

　
さ
る
方
な
ら
、
ど
な
た
で
も
結
構

　
で
す
。

内
　
容

　
　
「
町
の
未
来
を
考
え
る
」
を
テ

～き

ご
ー
≧
§
集
塁
潔
ち
孝
集
ノ

　
　
ー
マ
に
、
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
三

　
　
～
五
枚
程
度
。

　
入
　
賞

　
　
　
入
選
一
点
、
佳
作
三
点
。

　
　
ラ

　
　
q
　
入
賞
作
品
は
、
　
「
町
政
の
ひ

　
　
　
ろ
ば
」
　
（
十
一
月
二
十
日
発
行

　
　
　
予
定
）
紙
上
に
発
表
す
る
。

　
　
ラ

　
　
②
　
十
一
月
一
日
記
念
式
典
で
表

　
　
　
彰
す
る
（
賞
状
、
記
念
盾
贈
呈
）

　
　
　
ほ
か
応
募
者
全
員
に
粗
品
呈
上

　
　
ラ

　
　
6
　
論
文
（
作
文
）
内
容
は
、
以

　
　
　
後
町
政
運
営
の
参
考
に
す
る
。

　
審
査
方
法

　
　
　
町
三
役
、
正
副
議
長
の
選
考
に

　
　
よ
る
。
　
（
多
数
の
場
合
は
、
総
務

　
課
で
予
備
審
査
し
、
十
点
ほ
ど
推

　
　
せ
ん
す
る
）

　
あ
て
先

　
　
01
川
西
町
中
央
町

　
　
ε

　
　
　
　
役
場
内
文
書
広
報
係

　
一
丁
4

　
　
9

、
ご
凧
撃
を
笈
，
さ
『
鑑
帰
！
．

8
月
2
3
日
松
葉
荘

中
島
さ
ん
家
族
と
綾
子
さ
ん
㊨

灘
、

灘

’
叢
～
｛
難
ξ
奪
釜
轟
蚕
，
茸
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
夫
妻
（
宇
都
宮
在
住
）
で
し
た
。
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ヒ
カ
リ
十
キ
ロ
と
漬
物
セ
ッ
ト
、

宿
泊
客
一
万
人
達
成

町長から記念のキーを受ける

　　　　　　　太田ご夫妻

　
八
月
二
十
三
日
松
葉
荘
が
、
宿
泊

客
一
万
人
を
記
録
し
ま
し
た
。

　
五
十
八
年
七
月
開
業
以
来
、
お
よ

そ
三
年
で
達
成
し
ま
し
た
。
年
問
営

業
日
数
三
百
日
と
し
て
一
日
十
一
人

余
り
が
宿
泊
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
一
万
人
目
の
お
客
様
は
、
山
野
田

北
村
日
出
太
さ
ん
ゆ
か
り
の
太
田
ご

ペ
ァ
宿
泊
券
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

達
成
日
あ
て
投
票

　
　
　
三
人
が
ピ
タ
リ
賞

　
達
成
日
あ
て
投
票
で
は
、
次
の
三

人
が
ピ
タ
リ
賞
で
、
ペ
ァ
宿
泊
券
、

コ
ー
ヒ
ー
券
と
入
浴
券
が
、
そ
れ
ぞ

れ
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
金
子
勝
治
さ
ん
（
岩
瀬
）

　
丸
山
裕
子
さ
ん
（
高
原
田
）

　
藤
巻
義
明
さ
ん
（
塩
辛
）

‘嚇灘轡鞍磯』轡繍鞠．㌔鱒，榔廟帥蜘，郡、曙寵〆潤

の「おしん」
：

小林綾子さん来町

第
一
回

橘
地
区

　
八
月
十
四
日
、
テ
レ
ビ
で
お
な
じ

み
の
小
林
綾
子
さ
ん
が
、
中
島
徳
栄

さ
ん
（
上
野
）
宅
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
彼
女
に
と
っ
て
中
島
さ
ん
は
、
母

の
兄
に
あ
た
り
ま
す
。
夏
休
み
を
利

用
し
て
、
お
母
さ
ん
と
墓
参
り
に
来

た
も
の
で
す
。

　
こ
の
前
来
町
し
た
と
き
は
、
お
し

ん
ブ
ー
ム
の
ま
っ
た
だ
な
か
。
落
着

く
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
よ
う
で
す

が
「
今
回
は
、
ゆ
っ
く
り
い
な
か
の

お
盆
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
帰
京
後
は
、
目
下
出
演
中
の
N
H

K
大
河
ド
ラ
マ
「
い
の
ち
」
の
収
録

が
待
っ
て
い
ま
す
。

霞
　
　
　
　
　
　
遡
ぎ
き
》
殉

交
通
安
全
宣
言
大
会

　
八
月
二
十
四
日
、
橘
地
区
交
通
安

全
宣
言
大
会
が
、
橘
小
学
校
を
会
場

に
行
わ
れ
、
六
百
人
余
り
が
集
ま
り

ま
し
た
。

　
交
通
安
全
憲
章
の
唱
和
や
、
交
通

安
全
児
童
作
文
の
入
選
発
表
な
ど
に

つ
づ
き
、
地
域
ぐ
る
み
一
丸
と
な
っ

て
、
交
通
三
悪
を
追
放
す
る
八
百
十

四
人
の
署
名
簿
を
、
十
日
町
警
察
署

長
に
提
出
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
白
バ
イ
、
警
察
音
楽

隊
、
カ
ラ
ー
ガ
ー
ズ
と
と
も
に
、
街

頭
パ
レ
ー
ド
を
行
い
、
交
通
事
故
防

止
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
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『
懸
　
　
、
去
っ
た
。
寿
命
の
長
久
と
家
門
の
隆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘

　
　
　
　
　
　
鍵
難
難
難
　
　
　
　
　
辮
盛
を
願
う
ム
ラ
の
衆
に
、
こ
の
尊
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鞭
附
隷
麟
縫
諭
謡
鄭
欝
儒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
螺
瀕
嬉
羅
難
鰐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
カ
あ
り
、
そ
の
付
近
に
は
今
も
地

赤
谷
集
落
セ
ン
タ
ー
に
安
置
の
延
命
地
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蔵
田
の
地
名
が
残
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
延
命
地
蔵
尊
を
、
行
喜
菩
薩

　
赤
谷
の
延
命
地
蔵
　
　
　
　
の
一
刀
三
礼
の
御
作
だ
と
す
る
説
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
る
が
、
奈
良
時
代
（
七
一
〇
～
七

　
孝
徳
天
皇
（
六
四
五
～
六
五
四
）
　
　
八
四
）
を
生
き
た
行
喜
は
そ
の
こ
ろ

の
御
代
に
、
蘇
我
氏
に
使
え
て
い
た
　
　
ま
だ
生
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。

山
田
赤
谷
と
い
う
大
臣
（
お
お
お
み
）
　
　
　
　
　
　
　
響

“
、

力
同
役
に
う
と
ま
れ
て
都
を
追
わ
れ
、

延
命
地
蔵
菩
薩
（
写
真
）
を
背
に
し

て
諸
国
の
霊
場
を
尋
ね
る
長
い
旅
に

出
た
。
あ
る
年
、
越
の
国
へ
入
っ
て

米
山
を
詣
り
、
そ
の
あ
と
八
石
山
へ

登
っ
て
四
方
を
見
渡
し
た
と
こ
ろ
、

辰
巳
（
南
東
）
の
方
角
に
奇
煙
が
立

ち
昇
っ
て
い
た
。
赤
谷
が
、
そ
の
煙

を
め
ざ
し
て
渋
海
川
を
さ
か
の
ぼ
る

と
霊
場
に
ふ
さ
わ
し
い
小
さ
な
集
落

が
あ
り
、
所
を
得
た
り
と
観
慈
し
た

赤
谷
は
そ
こ
に
庵
を
結
び
、
延
命
地

蔵
尊
を
安
置
し
て
い
ず
こ
へ
か
立
ち

千手観音堂

千
手
観
音
堂
と
半
藤
氏

　
千
手
の
水
口
沢
に
、
宝
亀
八
年

（
七
七
七
）
の
記
年
銘
の
あ
る
古
碑
が

存
在
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
さ

だ
か
で
は
な
い
。
こ
の
す
ぐ
あ
と
の

延
暦
二
十
年
（
八
〇
一
）
に
、
坂
上

田
村
麻
呂
が
陸
奥
の
逆
徒
を
征
伐
し

た
帰
り
の
こ
と
、
川
西
町
を
通
過
中

に
護
持
し
た
千
手
観
世
音
が
に
わ
か

に
重
く
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
一
夜
を

仮
眠
し
た
と
こ
ろ
、
夢
枕
に
立
っ
た

観
音
様
が
、
　
「
こ
の
地
に
留
ま
り
た

い
」
と
告
げ
た
た
め
、
田
村
麻
呂
は

観
音
像
を
伊
勢
平
治
に
安
置
し
て
都

に
去
っ
た
。
こ
の
と
き
、
観
音
様
守

護
の
た
め
に
半
藤
宗
正
ほ
か
数
人
を

現
地
に
留
め
た
が
、
半
藤
氏
の
住
居

地
は
い
つ
し
か
宗
正
村
と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
弘
仁
年
間
（
八
一

〇
～
八
二
三
）
に
、
子
息
が
中
屋
敷

に
移
住
し
て
子
孫
繁
栄
し
、
以
後
は

千
手
郷
の
開
発
に
加
わ
っ
て
地
域
の

進
展
に
貢
献
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
時
代
の
千
手
郷
の
開
発
は
め

ざ
ま
し
か
っ
た
ら
し
く
、
弘
仁
二
年

（
八
一
一
）
に
は
水
口
沢
二
三
戸
、

東
善
寺
三
戸
、
中
屋
敷
一
五
戸
、
山

野
田
二
戸
、
上
新
井
七
戸
の
民
家
を

数
え
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
橘
に
猟

を
業
と
す
る
民
戸
五
を
数
え
た
の
は
、

こ
の
と
き
か
ら
お
よ
そ
一
六
〇
年
後

の
永
観
元
年
（
九
八
三
）
で
あ
る
。

ま
た
、
上
野
の
開
発
が
始
ま
っ
た
の

は
、
そ
れ
か
ら
さ
ら
に
二
六
年
後
の

寛
仁
三
年
（
］
〇
一
九
）
で
あ
る
。

平
野
兄
弟
と
八
幡
社

　
千
手
の
平
野
氏
の
祖
は
出
雲
大
社

の
人
で
、
名
を
貞
住
ま
た
は
長
兵
衛

と
い
い
、
ゆ
え
あ
っ
て
京
に
上
り
、

石
清
水
八
幡
宮
を
深
く
信
奉
し
た
。

貞
住
（
長
兵
衛
）
に
は
長
男
の
市
郎

と
次
男
の
市
助
の
二
児
が
あ
っ
た
。

父
の
没
後
は
、
二
人
で
備
前
に
行
っ

て
刀
工
の
徒
弟
と
な
っ
た
。
き
び
し

い
修
業
を
積
み
、
業
成
る
と
市
郎
は

備
前
忠
を
、
市
助
は
備
前
広
行
を
名

乗
り
、
名
工
と
い
わ
れ
た
。

　
延
長
二
年
（
九
二
四
）
に
、
共
に

越
後
に
来
て
頸
城
の
鍛
冶
屋
敷
に
住

ん
だ
が
、
天
慶
三
年
（
九
四
〇
）
に

相
携
え
て
魚
沼
郡
に
入
り
、
兄
は
千

手
に
居
を
構
え
て
弥
寺
に
八
幡
宮
の

社
殿
を
建
立
し
た
。
天
暦
五
年
（
九

五
一
）
に
は
弟
も
千
手
へ
来
て
棚
田

に
八
幡
宮
を
建
立
し
、
石
像
を
安
置

し
て
共
に
信
奉
し
た
。

　
弥
寺
の
八
幡
社
は
、
永
正
年
間

（
一
五
〇
四
～
一
五
二
一
）
に
水
口

沢
字
池
の
入
山
が
崩
れ
て
亡
失
し
た

が
、
文
政
四
年
二
△
二
）
に
市

　
　
え
い

郎
の
喬
長
之
助
が
新
た
に
石
像
を
造

り
、
市
助
の
喬
政
五
郎
の
社
に
祭
っ

た
。

長
之
助
寄
進
の

　
石
灯
籠
（
千
手
神
社
）

　
棚
田
の
八
幡
社
は
、
弥
寺
の
八
幡

社
が
な
く
な
っ
た
こ
ろ
か
ら
千
手
の

総
鎮
守
と
し
て
崇
拝
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
、
ム
ラ
の
衆
は
米
一
斗
を
年
貢

と
し
て
政
五
郎
に
贈
っ
て
い
た
。
文

政
年
間
（
一
八
一
八
～
一
八
三
〇
）

に
社
殿
を
改
築
し
、
天
保
七
年
（
一

八
三
六
）
に
は
長
之
助
が
石
灯
籠
を

造
り
、
後
に
政
五
郎
が
鳥
居
を
建
て

た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
八
幡
社
は
、
明
治
四
十
年

（
一
九
〇
七
）
に
上
新
井
の
諏
訪
神
社

と
合
併
し
、
そ
の
さ
い
千
手
神
社
と

改
称
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
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㌔
乙
　
　
　
、

杉
山
に
思
う
こ
と

　
　
1
豊
か
な
自
然
を
大
切
に
ー

十
日
町
市
山
賀
春
江
さ
ん

　
前
略
、
私
先
日
久
し
振
り
に
川
西

の
山
を
散
策
し
て
、
び
っ
く
り
し
ま

し
た
。
そ
れ
は
、
今
ま
で
森
や
林
だ

っ
た
所
が
い
つ
の
間
に
か
伐
（
き
）
り

払
わ
れ
、
杉
苗
が
植
え
ら
れ
て
あ
っ

た
か
ら
で
す
。
あ
ま
り
の
変
わ
り
様

に
、
道
を
問
違
え
た
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
た
く
ら
い
で
す
。

　
私
は
以
前
、
六
年
間
川
西
町
に
住

ま
わ
せ
て
い
た
だ
き
、
四
季
折
々
の

豊
か
な
自
然
に
触
れ
て
、
と
て
も
幸

せ
で
し
た
。
山
の
幸
に
も
恵
ま
れ
、

い
ろ
ん
な
小
鳥
の
噂
（
さ
え
ず
）
り

も
聞
き
ま
し
た
。
そ
れ
が
今
、
次
第

に
杉
山
に
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

秋
の
紅
葉
も
見
ら
れ
な
い
杉
ば
か
り

の
山
に
な
っ
た
様
を
想
う
時
、
私
の

胸
は
痛
み
ま
す
。

　
あ
る
時
、
次
の
よ
う
な
お
話
を
聞

き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
杉
の
根
が
浅

い
の
で
、
地
下
水
を
溜
め
て
お
く
こ

と
が
で
き
ず
、
災
害
に
弱
い
。
雑
木

林
は
、
針
葉
広
葉
の
混
交
な
の
で
、

根
が
広
く
深
く
、
地
下
水
も
た
っ
ぷ

り
貯
え
ら
れ
、
災
害
に
強
い
と
い
う

こ
と
で
す
。

　
春
、
二
六
公
園
に
行
き
ま
す
と
、

ウ
グ
イ
ス
、
オ
オ
ル
リ
等
の
美
声
が

聞
か
れ
ま
す
。
こ
れ
も
雑
木
林
や
薮

（
や
ぶ
）
が
あ
る
か
ら
で
す
。
又
、

イ
カ
リ
草
や
花
筏
（
ハ
ナ
イ
カ
ダ
）

な
ど
、
い
ろ
ん
な
植
物
も
見
ら
れ
ま

す
。
私
た
ち
の
心
が
和
み
慰
め
ら
れ

る
の
も
、
こ
れ
ら
が
あ
る
か
ら
だ
と

思
う
の
で
す
。
そ
し
て
清
い
水
の
流

れ
1
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
私

た
ち
は
、
雑
木
林
の
恩
恵
を
受
け
て

い
る
の
だ
と
は
思
い
ま
せ
ん
か
。

　
杉
は
材
木
と
し
て
の
用
途
が
あ
る

の
で
、
町
と
し
て
は
、
そ
れ
な
り
の

』
　
　
　
1
　
●
昌
o
　
●
　
　
。

．
●
。
．
。
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
㍉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ダ

お
考
え
の
う
え
で
の
植
林
で
し
ょ
う

が
、
せ
っ
か
く
こ
れ
ま
で
に
育
っ
た

林
を
伐
っ
て
し
ま
う
の
は
、
と
て
も

残
念
に
思
い
ま
す
。

　
各
地
で
開
発
が
進
み
、
動
植
物
が

安
住
の
地
を
追
わ
れ
て
い
る
と
聞
く

に
つ
け
、
こ
ん
な
風
に
な
っ
て
は
い

け
な
い
と
、
切
に
祈
り
ま
す
。

　
現
在
川
西
町
は
、
ま
だ
ま
だ
自
然

が
豊
か
で
す
。
い
つ
ま
で
も
こ
の
豊

か
さ
を
守
り
、
自
然
を
生
か
し
て
楽
誇
駕

し
く
生
活
で
き
た
ら
い
い
な
と
思
い

ま
す
。

　
私
の
六
年
間
は
忘
れ
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
後
略

鰭
　
　
春
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嚢
た
奎
障
睾
学
…
”

欝
i
灘
麟
麟
鶴
、
密
灘

　
　
　
　
濤
叢
”
蝦
鷺

　
　
糞
鍵
薫
、
羅
購
纏

㌦
鰹
…
溺
　
…

．
　
　
　
ウ

・
　
　
　
　
㌔
2

　
文
書
広
報
係
に
寄
せ
ら
れ
た
山

賀
さ
ん
の
封
書
に
は
、
国
土
緑
化

記
念
に
発
売
さ
れ
た
美
し
い
オ
オ

ル
リ
の
切
手
が
貼
っ
て
あ
り
ま
し

た
。
そ
し
て
「
オ
オ
ル
リ
は
、
白
、

藍
（
あ
い
）
、
黒
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト

が
美
し
く
、
名
禽
（
き
ん
）
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
」
と
書
き
添
え
て
あ

り
ま
し
た
。

韓，霧．慧．簸き霧、購。蒙；摯無妻1蓼妻灘灘ll鱒茎繋護葦妻懸灘●葵ll：・1摯鑛難。il欝毒き糠妻蓼1

高
齢
者
事
業
団

　
　
　
就
業
実
績
ま
と
ま
る

　
今
年
四
月
十
一
日
に
発
足
し
た
十

日
町
地
域
高
齢
者
事
業
団
川
西
事
務

所
は
、
八
月
末
日
就
業
実
績
を
ま
と

め
ま
し
た
。

　
同
所
で
は
「
高
年
齢
者
の
能
力
を

生
か
し
た
活
力
あ
る
地
域
社
会
づ
く

り
」
を
め
ざ
し
て
、
町
民
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　
会
員
登
録
や
仕
事
提
供
の
連
絡
は

次
へ
。

　
総
合
セ
ン
タ
ー
内

　
　
　
高
齢
者
事
業
団
川
西
事
務
所

　
　
　
　
　
智
六
八
ー
二
二
〇
八

　
　
　
　
　
有
線
二
五
八
七

8月末現在登録会員数

地区別 男 女 計 会員平均年齢

千　手 23人 6人 29人 65．4歳

上　野 6 4 10 66．6

橘 3 2 5 64．6

仙　田 8 一 8 63．8

計 40 12 52 65．3

8月末現在事業実績と主な仕事の内容

発注区分 受託件数 就労延日人員 契約金額 主な仕事の内容

川　西　町 件
8

人
98
　　円
499，920

封筒あて名書き、林道側溝清掃、

水道メーター検針

民間事業所 6 116 644，750
草とり
稲の育苗管理、下水管布設手伝い

一般家庭 13 195 660，594
雪囲い材料整理、草とり
葉たばこ収穫

計 27 409 1，805，264

出
ぜみ営憩

b
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r県民芸術祭文芸部門作晶r　　　　⑳⑦（軌
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・勝　

『

，、沸イ亭電の　　一
ず　　　　づう咲oらせ

試　　9月25日（木）Am8時～正午
藩　　小根岸、木落、寺ケ崎の全部

1・0黙繕，・時・・分1

～鑑継＿幽．魍ノ

心配ごと相談
9月17日…………克雪センター

　　24日…………総合センター

10月1日……元町集落センター

　　8日…………公民館橘分館

　　15日…………克雪センター

※時間は午後1時～3時です。

　8月の交通事故発生件数 　
　
の
　
の
　
　
　
　
　
　
ツ

　
　
　
　
　
　
　

数
計
o
⑫
ー
ー
⑫
数

件
累
2
1
31
0
0
0
件

　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
月

価
⑲
⑩
ω
給
同

1
1
0
0
0
年

　
　
　
　
　
前

　
　
　
　
　
は

数
者
者
い
び
内

　
　
　
よ
お
ー

　
　
　
　
気
ー

件
傷
死
酒
酒

　
　
　
　
　
允

　
　
　
　
義 そ
　
窃
へ

翻叩“
…
…
…
⑤

姉
妹
仲
良
く

　
長
崎
県
か
ら

4　応募上の注意

　ア　400字詰原稿用紙に黒イ

　　ンク、黒ボールペン書き。

　イ　応募原稿1枚目に次のこ

　　とを記入する。

　　・応募種目明記

　　・郵便番号、住所、氏名（ペ

　　　ンネームの場合は本名を

　　（）書き）性別、年齢、職

　　業、電話番号記入

　　・2枚目から本文を書く。

　ウ　1種目1編、1人2種目

　以内。

工　応募の際、あて先明記の

　返信用葉書を同封すること。

1種目
　＊小説　400字詰原稿用紙50

　　　　枚以内

　＊詩　400字詰原稿用紙4

　　　　枚以内、現代詩

　＊短歌　1人5首

　＊俳句　1人5句

　＊川柳　1人5句

2　県内在住者はどなたでも可

　（小、中、高の児童、生徒は除く）

5　〒950新潟市新光町4－1

　　新潟県教育庁文化行政課

　　　（80252－85－5511）

封筒表面にr県民芸術祭文芸

作品原稿」と朱書する。

3　審査員

　＊小説　田中栄一（新大教授）

　＊詩　　亀井義雄（詩人）

　＊短歌　中山礼治（現代歌人

　　　　　　　　　　協会会員）

　＊俳句　佐藤野火男（県俳句

　　　　　　　　　作家協会長）

　＊川柳　川口　弘（新潟川柳

　　　　　　　　　文芸社客員）

岩
瀬登
坂
和
代
さ
ん
（
姉
）

小
川
厚
子
さ
ん
（
妹
）

1
出
あ
い
（
姉
）
1

　
京
都
の
染
色
織
物
会
社
に
勤
め
て

い
た
時
、
取
引
先
と
の
慰
安
会
で
彼

と
知
り
あ
い
ま
し
た
。
仕
事
に
熱
中

す
る
姿
と
何
ご
と
に
つ
け
積
極
的
に

リ
ー
ド
し
て
く
れ
る
人
柄
に
ひ
か
れ

ま
し
た
。
結
婚
し
て
二
年
間
は
京
都

に
住
ん
で
い
ま
し
た
。

1
川
西
町
に
住
ん
で
（
姉
）
1

　
生
ま
れ
た
所
が
海
辺
で
、
山
に
あ

こ
が
れ
て
い
ま
し
た
の
で
こ
ち
ら
の

土
地
は
大
変
気
に
い
っ
て
ま
す
。

　
雪
は
め
ず
ら
し
い
せ
い
も
あ
り
、

ほ
と
ん
ど
苦
に
な
り
ま
せ
ん
。
最
初

は
雪
道
を
歩
く
こ
と
が
う
ま
く
出
来

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
で
は
ス
キ
ー

に
乗
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
冬

を
五
回
経
験
し
ま
し
た
。
雪
が
消
え

て
木
の
芽
、
ウ
ド
等
山
菜
の
季
節
が

楽
し
み
で
す
ネ
。

1
厚
子
さ
ん
が
川
西
町
へ

　
　
　
来
ら
れ
た
キ
ッ
カ
ケ
は
ー

　
大
阪
に
勤
め
て
い
る
時
、
姉
か
ら

遊
び
に
来
る
よ
う
再
度
の
連
絡
が
あ

り
ま
し
た
。
正
月
休
み
を
利
用
し
て

来
た
の
が
始
め
で
す
。
そ
の
時
彼
を

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
ど
う
や
ら
姉
夫

婦
の
お
ぜ
ん
立
て
に
の
っ
た
よ
う
で

す
。
お
互
い
遠
く
離
れ
て
い
た
の
で

会
う
機
会
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
で
も
金
沢
市
で
三
回
会
い
、

彼
の
人
柄
に
ひ
か
れ
ま
し
た
。

1
現
在
の
生
活
は
（
妹
）
1

　
姉
と
隣
り
同
志
で
、
仕
事
も
同
じ

で
す
の
で
親
子
で
行
き
来
を
し
て
い

ま
す
。
二
家
族
が
同
居
し
て
い
る
よ

う
な
も
の
で
す
。
賑
や
か
で
楽
し
い

で
す
ヨ
。
で
も
、
姉
に
は
感
謝
し
て

い
ま
す
。
い
つ
ま
で
も
頭
が
上
が
り

ま
せ
ん
。

　
ー
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
ー
家
庭
相
談
係
－

　
　
右
が
姉
の
和
代
さ
ん
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匙息
姜
目次

の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

囹
一
般
寄
付
金

＊
田
中
イ
シ
さ
ん
（
山
野
田
）
か
ら

　
十
万
円

＊
小
林
荘
平
さ
ん
（
東
京
・
豊
島
区
）

　
か
ら
百
万
円
（
ス
キ
ー
場
建
設
、

　
仙
田
地
域
就
労
セ
ン
タ
ー
建
設
に
）

＊
松
屋
織
物
㈱
（
木
島
）
か
ら
、
百
万

　
円
（
ス
キ
ー
場
建
設
等
に
）

＊
㈲
小
嶋
屋
本
店
（
木
島
）
か
ら
、

　
三
十
万
円

＊
高
橋
精
三
さ
ん
へ
東
京
・
港
区
）

　
か
ら
十
万
円

＼
㍉＼

　　、

　　鳶一

・●巽襲

　党
　　睦……

．
㌶
．
　
　
0

秋の全国交通安全運動

　　9月21日～30日

◎
広
報
発
行
に

＊
金
光
ト
ヨ
さ
ん
（
富
士
吉
田
市
）

　
か
ら
一
万
円

◎
社
会
福
祉
に

＊
石
沢
利
雄
さ
ん
（
中
屋
敷
）

　
三
万
円

か
ら

囹
社
会
福
祉
協
議
会
へ

＊
清
水
定
一
郎
さ
ん
（
寺
尾
）
か
ら

　
三
万
円

＊
匿
名
（
木
島
）
か
ら
一
万
円

＊
小
幡
邦
保
さ
ん
（
仁
田
）
か
ら
、

　
五
万
円

、

．
酒
井
軍
平
さ
ん
（
中
央
町
）
か
ら
、

皮
製
旅
行
カ
バ
ン
ほ
か

．
山
家
甲
治
さ
ん
（
木
落
）
か
ら
、

コ
イ
カ
ギ
、
味
噌
杓
子
ほ
か

．
丸
山
荘
吉
さ
ん
（
根
深
）
か
ら
、

ゼ
ニ
箱
、
文
書
箱

．
羽
鳥
正
作
さ
ん
（
伊
友
）
か
ら
、

シ
ョ
イ
コ

．
上
村
峰
松
さ
ん
（
上
野
）

　
ザ
グ
リ
、
綿
切
り
ほ
か

．
新
潟
川
西
農
協
か
ら
、

　
（
か
ぎ
）
多
数

か
ら
、

蔵
の
鍵

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
助
成
事
業

心
々
々
々
々
委
々
ぐ
々
ぐ
々
々
々
々
々
々
々
ぐ
々
々
々
◎
々
ぐ
々
々
々
々
々
φ
φ
φ
々
々
々
ぐ
々
φ
φ
々
々

カ
ラ
オ
ケ
・
V
T
R
カ
メ
ラ

々
ぐ
ぐ
◎
々
々
ぐ
々
々
φ
々
心
ぐ
々
φ
φ
々
々
々
々
φ
々
々
々
φ
々
々
々
々
ぐ
々
々
々
々
々
◎
々
々
々
々
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貸
出
用
備
品
整
備

　
こ
の
た
び
、
千
手
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
イ
推
進
協
議
会
（
教
育
委
員
会
内
）

で
は
、
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
助
成
事

業
で
、
次
の
備
品
を
備
え
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
宝
く
じ
の
普
及
広

報
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
の
健
全
な
発
展

を
目
的
に
、
備
品
を
地
域
の
み
な
さ

　
・
‘
懸
■

ん
に
お
貸
し
す
る
も
の
で
す
。
お
お

い
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◎
コ
、
、
、
ユ
ニ
テ
イ
行
事
備
品

　
・
キ
ャ
ン
プ
用
テ
ン
ト
（
六
人
用
）

　
・
屋
外
用
テ
ン
ト

◎
文
化
学
習
活
動
備
品

　
・
日
本
語
ワ
ー
ド
プ
ロ
セ
ッ
サ

懸

自倉小学校に

新大児童文化研究部

夏季巡回公演

演劇「牛飼いクオイ」の一場画

1　　『

・《一

v
γζ

》

　
〇
十
六
済
発
声
映
写
機

　
・
ス
テ
レ
オ

　
O
V
T
R
一
体
形
カ
メ
ラ

　
・
ワ
イ
ヤ
レ
ス
ア
ン
プ

　
・
カ
ラ
オ
ケ
セ
ッ
ト

○
印
は
、
公
民
館
の
講
習
を
受
け
て

か
ら
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
八
月
三
日
か
ら
五
日
に
か
け
て
、

新
大
児
童
文
化
研
究
部
十
七
人
の
夏

季
巡
回
公
演
が
、
白
倉
小
学
校
を
訪

れ
ま
し
た
。

　
今
回
で
三
年
連
続
し
て
白
倉
小
に

来
た
研
究
部
代
表
の
佐
藤
茂
幸
さ
ん

は
、
　
「
私
た
ち
は
、
毎
年
夏
休
み
に
、

小
規
模
校
を
訪
問
し
て
い
ま
す
。

　
子
供
た
ち
と
、
工
作
や
ゲ
ー
ム
、

劇
な
ど
を
通
じ
て
、
じ
か
に
接
し
て

い
こ
う
と
い
う
こ
と
で
活
動
し
て
お

り
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
四
日
の
昼
に
は
、
プ
ー
ル
で
水
上

大
運
動
会
を
や
っ
た
り
、
夜
に
は
体

育
館
で
演
劇
と
人
形
劇
を
公
演
し
、

参
加
し
た
親
子
さ
ん
は
、
目
を
か
が

や
か
せ
見
い
っ
て
お
り
ま
し
た
。
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十
一
一
指
腸
と

食
物
の
消
化

σJl
δメ

澱
け

　
　
ゆ
＾
、

　
　
％
ξ
　
　
房

　
　
、
　
　
ノ

遍
鰯
．

　
　
　
　
幅

ど

鐘
⑨

・
弦
　
窪
　
　
　
　
ー

　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
　
　
　
　
／

　
小
腸
は
、
十
二
指
腸
、
空
腸
、
回

腸
か
ら
な
り
そ
の
長
さ
は
六
～
七
屏

に
も
お
よ
び
ま
す
。
こ
れ
ら
の
間
に

は
、
明
ら
か
な
区
別
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
今
回
は
こ
の
中
で
十
二
指
腸
を

取
り
上
げ
て
み
ま
す
。

　
十
二
指
腸
は
、
胃
に
続
き
そ
の
長

さ
は
十
二
横
指
で
す
。
　
（
一
横
指
は
、

指
の
幅
に
等
し
く
約
二
抽
．
で
す
。
十

二
指
腸
の
名
前
も
こ
こ
か
ら
来
て
い

ま
す
）
食
物
は
、
胃
で
一
部
消
化
さ

れ
、
か
ゆ
状
と
な
っ
た
も
の
が
、
十

　
　
　
　
　
　
　
す
い
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
ゅ
う

二
指
腸
で
肝
臓
、
膵
臓
か
ら
の
胆
汁
、

膵
液
を
受
け
ま
す
。
さ
ら
に
、
小
腸

で
腸
液
と
混
ざ
っ
て
、
三
大
栄
養
素

（
糖
質
、
タ
ン
パ
ク
質
、
脂
肪
）
が
消
化

さ
れ
、
腸
壁
か
ら
吸
収
さ
れ
ま
す
。

☆
胆
汁

　
胆
汁
は
、
肝
臓
で
つ
く
ら
れ
、
胆

管
と
呼
ば
れ
る
管
を
通
っ
て
、
胆
の

う
に
い
っ
た
ん
た
ぐ
わ
え
ら
れ
四
～

十
倍
に
濃
縮
さ
れ
ま
す
。
胆
汁
の
主

な
働
き
は
脂
肪
の
消
化
、
吸
収
を
促

進
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
胆
汁
は

に
が
み
が
あ
り
ア
リ
カ
リ
性
で
黄
色

で
す
。
便
の
色
は
こ
こ
で
つ
け
ら
れ

る
の
で
す
。

☆
膵
液

　
膵
液
は
、
消
化
液
の
中

で
も
最
も
重
要
な
も
の
で
、

三
大
栄
養
素
の
消
化
液
を

す
べ
て
含
ん
で
い
る
こ
と

で
す
。
膵
液
は
弱
ア
ル
カ

リ
性
な
の
で
、
胃
液
で
酸

性
に
さ
れ
送
ら
れ
て
き
た

食
物
を
中
和
し
そ
こ
で
始

め
て
消
化
が
始
ま
る
の
で

す
。

　
こ
の
よ
う
に
十
二
指
腸

は
も
と
よ
り
小
腸
は
、
食

物
の
消
化
と
栄
養
の
吸
収

に
関
し
て
人
体
の
中
で
最

も
重
要
な
働
き
を
す
る
部

分
で
す
。

　　　　　　　　　　　囎　　　　　　　　盤　　　　　臨　　　翻螺
橘頓

接
膿
骸
膿
犠
膿
葛
葛
葛
暑
葛
膿
》
一

袖
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